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ユニバーカル・ミュージアムへの道程（1999年度事業報告）
伊　能　秀　明
はじめに，
　拝啓　大学、博物館の関係者の皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
明治大学刑事博物館は、おかげさまで1999年に人間ならば古稀にあたる創館70周年を迎え
ることができました。
　そこで、節目にあたる2000年を「第二の創館」と位置付けるとともに、21世紀を見据え
たあたらしい博物館教育・研究が可能となり、社会の要請に応えられる博物館事業を展開
するために、組織の再編や施設設備の充実をはじめとする抜本的な施策を立案する必要性
が生じています。
　わたしは、我が国で唯一の刑事博物館で刑事関係資料や歴史関係資料の収集・保存、こ
れらにかかわる調査・研究、教育・普及にあたる学芸員です。
　上記したような刑事博物館をめぐる動向をできる限り正しく記録しかつ周知する目的か
ら、1999年度の活動実績や課題について本稿を草しました。
　つきましては、以下の本文をご照覧いただき、なにとぞ皆様のご理解ご協力を賜りたく
よろしくお願い申し上げる次第です。
　なお副題に掲げたユニバーカル・ミュージアムとは、「ユニバーサル（Universa1万
人に共通の）」と「ローカル（Loca1地方特有の）」との組み合わせであり、ユニバーサ
ルな視野からローカルな歴史資料を着実に来世紀に伝える大学博物館（University
Museum）を志向する、わたしの願望を表現した造語です。
1，刑事博物館のミレニアム
　本館は、我が国で唯一の刑事博物館である。展示室では建学の精神「権利自由」にちな
み、人権の抑圧を物語る「生き証人」として日本やヨーロッパの刑罰具・拷問具を展示し
ている。どなたでも自由に見学できるので、歴史の陰の部分にも目を向け人権尊重にご理
解を深めていただければ幸いである。
　本館には、25万点を超える多種多様な歴史資料が永久保存されており、教育研究や市民
の生涯学習、出版・報道に活用されている。
　次の写真2ページ分は、広報紙『みゅうじあむ　あいず』第20号に掲載した「明治大学
博物館のホームページ『写真で見る博物館の1999年』」をそのまま引用したものである。
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のホームページ 鶏購灘鋸癒樽遡館の壇999難i
新たなミレ＝アム（干年紀）を迎えて
　今わたしたちの暮らしは、地球環境の危機、政治経済の危機、r一どもの危機などさまざま
な局面にさしかかっています、，
　たとえば資源の保全と物の大量消費、社会全体の向Lと個人的な満足！惑iなどをどのように
調和させればよいのでしょうか？
　社会対人間、外界と内心との葛藤の中で、わたしたち一人ひとりがどのようにモノを見て、
考えて、行動するか、日ごろの生きかたが問われていますt．，
　明治大学博物館は、世代、性別、国籍や人種を超えたグローバル（全地球的）な博物館造
りを目指してゆきます．．
1　6月19日　創価大学博物館実習生の来館
　博物館実習の一環として、後藤和民教授ほか受講生27
　名か3博物館を訪問し、熊野事務長、担当学芸員から3
　館の概要説明、展示解説を受けたあと、観察調査を行い
　ました
3　9月4日　岩宿発掘50周年記念シンポジウム
　「旧石器時代研究の原点をふりかえる」と題して開催さ
　れました。力のこもる講演や報告に会場は熱気に溢れま
　した。写真は岡村道雄講師の「編年研究と時代区分の歩
　み」の講義風景、、
5　博物館入門講座「物流の日本史」
　10月20日の第6講「古代人の食べ物あれこれ」では、
　古代のバターといわれる蘇（そIIと古代米を試食してい
　ただいたところ、参加者から「おいしい・．）」と好評で
　した．，
2　6月23日　山形県立米沢女子短期大学生の来館
　史学実習の一環として、小林文雄助教授ほか日本史学科
　の学生9名が刑事博物館を訪問し、古文書に触れること
　で歴史への知見を深めるとともに、資料保存の大切さを
　学びました
4　9月16日　龍谷大学博物館実習生の来館
　博物館実習の一環として、稲田和彦講師ほか学生20名
　が刑事博物館を訪問し、伊能学芸員の案内で館の沿革、
　資料の収集・保管・取り扱い、展示などを見学しましたtt
6　11月10日　駒濯大学博物館芙習生の来館
　博物館実習の一環として、酒井清治助教授ほか学生30
　名が刑事博物館を訪問し、伊能学芸員の案内で館の特色、
　資料の収集・保管、展示、施設などを見学しました
大学博物館の役割と大学の改革
　博物館は、資料を体系的に収集して保存し、それらの中から新しい価値観や意味付けを発
見し活用してゆく教育研究の機関です。ドの図は、博物館の働きを示しています。
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1大学博物館の働き
1．自己点検・自己評価
2．教育・普及事業
3．生涯学習への開放
4．施設・教育資源の充実
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大学改革の進展
1．自己点検・自己評価
2．学術情報の公開
3．大学施設の開放
4．教育・研究施設の充実
一」
このように大学博物館の充実は、大学改革の向Lとも密接に関連しています、、
7　ある日の博物館実習の一こま
　国家資格である学芸員資格の修得を希望する本学、他大
　学の学生を受託・指導しています．写真は、商品陳列館
　展示室で外山学芸員の指導で写真バネルを掲示する実習
　生たち」
9　博物館入門講座「入門編　古文書の世界」
　写真は、11月16日伊能掌芸員による講義「御仕置例類
　集～火付盗賊改長谷川平蔵の刑事判例を読む」で、「鬼
　平」の刑事判例を読み解くための寸劇。おふざけではあ
　りません、、
1111月26日　「明治大学考古学ゼミナール」の盛況
　　今年度は、素材シリースで縄文時代〔第25回）、古墳時
　　代（第26回／を取り上けました　写真は、古墳時代の
　　第5講で本田光子講師か赤色顔料をつくる実験をしてい
　　る風景です
8　商品陳列館企画展「阿波藍の伝統工芸」展の開催
　10月25日から12月25日まで2か月間の予定で、徳島
　県産の阿波正藍しじら織、阿波和紙、大谷焼なとを展示
　　しました「新聞紙上でも紹介され、好評のため会期延長
　中です
10　11月24日　商品陳列館講演会
　　工芸品の産地から職人さんをお招きし、お話をうかかい
　　ました．写真は、古庄岩吉氏の講演「藍染の心と筒描の
　技法」に熱心に聞きいる参加者のようすです
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12　学芸員の調査研究
　　明治大学博物館は、1999年も多彩な成果を生み出L，ま
　　した．写真は、黒沢学芸員の新著　埋もれた歴史を掘る
　　〔共著、白鳥舎〕のカハー　博物館の出版物等は4へ一
　　シにも掲載しています
広報紙「みゅうじあむ　あいず」第20号より
明治大学刑事博物館「第二の創館」を目指して（伊能）
2，収集・保存
　っぎの文章（1）は、本館所蔵史料の利用に関する拙稿であり、『日本歴史』1999年12
月号に掲載された文を若干補訂したものである。
（1）文書館・史料館めぐり「明治大学刑事博物館1
　【1　沿革】「白雲なびく駿河台」と校歌に謳われる明治大学は、1881（明治14）年1
月に明治法律学校として創立され、建学の精神である「権利・自由」「独立・自治」を理
念として、1世紀を超える歴史と伝統を育みつつ今日に至っている。
　刑事博物館は、1929（昭和4）年4月、実物教育のために刑事関係資料の収集と展示を
目的として創設された。戦中、戦後の休館を経て、1951（昭和26）年4月から江戸時代の
古文書と明治期の法制関係資料の収集を開始した。現在日本で唯一の「刑事博物館」であ
るとともに、後述のとおり多種多様な資料を保管する大学博物館として知られる。
　ちなみに本館が誕生して3年後の1932年には、45大学が開校していたけれども、大学の
博物館施設は14館園にとどまり、植物園、水族館を除くと8館にすぎなかった。ゆえに本
館は、歴史と伝統を誇る大学博物館の一つと称して過言ではない。1955年、博物館相当施
設に指定された。館史については、『明治大学博物館研究報告』第2、3号の伊能秀明論
文を参照されたい。
　【2　収蔵資料】おもな資料は、刑事関係資料、江戸時代の古文書、明治期記録、器
物、絵画、写真、古典籍など20万点以上、図書・雑誌5万点以上、合計25万点以上にのぼ
る。収集資料の全容は、後掲する資料目録などの出版物に載録して客観化され、学内外の
教育・研究や出版・報道、文化の向上のためにひろく活用されている。
　主要コレクションは、次のとおりである。
　（1）江戸時代の古文書　7万石の譜代大名、日向国延岡藩「内藤家文書」は4万5000点
を数え、最良質の藩政史料といわれる。地方文書は、東北から九州までほぼ全国的に所蔵
し、町や村の歴史を語る上で不可欠なため自治体史の編纂等に高い利用価値をもつ。
　（2）法制資料　国学者の黒川真頼博士旧蔵本、肥前国松浦家旧蔵本などの古代から近代
までの法の歴史を語る文献資料。
　（3）図像資料　重文級の元禄国絵図「陸奥国磐城領・棚倉領・相馬領絵図」などの江戸
時代の絵図、近代の時事錦絵（目録6号）などのビジュアルなコレクション。
　（4）刑事関係資料　江戸時代の十手等の捕物道具、日本や欧州の拷問具・処刑具など人
権抑圧の歴史を物語る実物資料。
　（5）図書・雑誌・二次資料　約1800タイトルの地方史雑誌（目録58号）。約1200タイトル
の展覧会図録（目録59号）。約750タイトルの二次資料（フィルム・写真等。目録60号）は
出版・映像化に即時利用可能である。そのほか参考図書を備える。
　【3　出版物】前述した資料群を検索・利用するために、各種の出版物を発行し、全国
の主要大学図書館、資料保存機関等に配布するとともに、市民にも実費頒布している。た
だし一部に残部僅少、品切れがある。
　（1）資料目録　　『明治大学刑事博物館目録』（1952年創刊、～61号）。閲覧できる古文書
類はここに載録されている。別冊として、一村単位の地方文書では最大・最良質といわれ
る『出羽国村山郡山口村伊藤家文書目録』がある。
　『内藤家文書　増補・追加目録』（1992年創刊、～7号）。総目録にあたる『内藤家文書
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　　目録』（1965年、明治大学図書館発行、656頁）の細目録として、内藤忠興書状、老中
　　等奉書、内藤政道氏寄贈書、内藤家文書筆写史料、江戸幕府日記等の再検討の成果を
　　載録している。
　『明治大学刑事博物館展示品目録』。代表的もしくは特徴的な古文書・資料の写真、解
　　説、品目を掲載したカラー図録である。
　『明治大学刑事博物館資料』（1977年創刊、～15号）。各国各村の生産高を示した郷帳を
　　翻刻した資料集である。
　『明治大学刑事博物館所蔵文書地名表』。本館の古文書の地域別索引である。20万点に
　　およぶ古文書をほほ網羅し、所蔵資料の全体像を通覧するのに便利である。地方、公
　　家、武家、寺社、近代の古文書を文書名、旧地名、現地名、領主名、寺院名等から検
　　索できる。品切れのため改訂版の発行を予定している。
　（2）資料図録　　『刑事博物図録』上巻（1933年刊、600頁）。稀少な刑罰資料の写真図録
で稀襯書である。下巻は未刊。
　『明治大学刑事博物館図録』正・続集。貴重な古文書等の写真・解説を収録している。
　『将軍と大名』『十手・捕物』『古地図　　さまざまな意匠一』『ヨーロッパ拷問展』
　　はそれぞれ話題となった展覧会の図録で、古文書、絵図、実物資料の写真等を多数掲
　　載している。
　【4　古文書の分類体系】下記のとおり2つの古文書分類項目のほかに、明治期記録、
器物・絵画・写真、和書、錦絵の部門ごとに分類項目を立項して使用している。
　（1）地方文書分類　1951年以後、資料の収集方針は、従来の刑事関係資料から近世法律
文書および明治期法制関係資料へと重点を移した。古文書の分類項目は、『近世庶民史料
所在目録』所収の分類項目や国立史料館の分類法を参考としながら、独自の刑事博物館式
分類を採用した。原則として、書状等の一紙文書を（甲）、書冊・横帳を（乙）に大別し、
アルファベット順に「A　村政・村入用」「B　年貢」から、「Z　雑」まで項目を立項し、
分類別の編年体目録としている。
　（2）内藤家文書分類　内藤家文書は、7万石の譜代大名で日向国延岡藩主の内藤家に伝
存した藩政史料である。1963年、本学が文部省科学研究費を得て購入した。『内藤家文書
目録』（1965年刊）は、第1部から第3部までほぼ同じような項目をもつ3部立てに編集
され、第1部が31項目、第2部が13項目、第3部が23項目で構成されている。
　【5　利用案内】下記のとおり都心に立地していて、交通至便である。
　（1）所在地　〒101－8301千代田区神田駿河台1－1　大学会館3階
　（2）連絡先　電話　03－3296－4431　ファクシミリ　03－3296－4365
　（3）交通　JR御茶ノ水駅より徒歩4分。都営新宿線・三田線・営団半蔵門線神保町駅よ
り徒歩10分。営団丸ノ内線御茶ノ水駅より徒歩5分。
　（4）開館時間　月～金曜日午前10時より4時半まで。土曜日12時半まで。ただし古文書
の閲覧は、土曜日は不可。
　（5）休館日　日曜日、国民の祝日、8～9月の土曜日。そのほか大学の定める休館日。
来館前に確認されたい。
　（6＞利用上の注意　利用資格等に制限はない。古文書の閲覧については、事前に電話で
予約されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『日本歴史』第619号拙稿より）
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（2）名和弓雄捕物道具コレクション
　っぎの文章は、本コレクションに対して文部省から補助金が交付されたことを報じた文
で、『明治大学広報』第467号から引用した。
　「刑事博物館の捕縛道具等に800万円の補助
　　　文部省の平成11年度私立大学等研究設備整備費等補助金（私立大学等研究設備等整
　　備費）として、今回人文科学系に内示があったのは、「江戸時代の捕縛道具」（使用責
　　任者＝川端博・刑事博物館長）で、捕縛道具および捕縛道具に関する文献等180点に
　　のぼるもの。購入経費1500万円に対して、800万1千円の補助が内示された。
　　　同資料は、種類・点数が豊富で質的にも優良な希少性の高い歴史的コレクションで
　　あり、全国の大学博物館の中でもユニークな存在である本学「刑事博物館」の更なる
　　充実が図られる。また、研究成果を図録・展示・インターネット等で他研究機関に公
　　開することにより、この分野における学術研究の向上に資することが期待される。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学広報』第467号より）
3，調査・研究
（1）学芸員の教育研究・社会貢献
　a，伊能秀明学芸員
No　　年　月　　　表　題 発行所・発表機関名
（1）1999年4月
（2）1999年4月
（3）1999年5月
（4）1999年5月
（5）1999年5月
（6）1999年5月
（7）1999年6月
（8）1999年6月
（9）1999年6月
「『官中秘策』序・西山物語について」
　　　　　　　　　　　　　　　資料を後世に伝える会第4回例会
「ニッポンときめき歴史館　　大岡越前に挑戦一」（制作協力）
　　　　　　　　　　　　　　　　　NHK総合テレビ4月27日放映
「現代によみがえる律令」
　　　明治大学博物館入門講座「博物館資料を読みとく
　　　知る法・習俗・社会　　」第1講
「大江戸刑事図譜　　捕物・拷問・刑罰の世界を知る　　」
　　　明治大学博物館入門講座「博物館資料を読みとく
　　　知る法・習俗・社会　　」第2講
「知って欲しい江戸の町　　牢屋から見た街角　　」
　　　明治大学博物館入門講座「博物館資料を読みとく
　　　知る法・習俗・社会　　」第3講
「図像で知る刑罰の歴史1・江戸時代
知る　　」
「明治大学を支えてきたシンボル
モノで
モノで
モノで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　捕物・拷問・刑罰の世界を
　　 　　　　　　　　　　　　　　　市川市老壮大学OB塾例会
　　　　　　　　　　　　　　　記念館の発掘報告〈序章〉」
　　　　　　　　　　　　　　　　　『明治大学職員会会誌』第22号
『ワールド　ミステリー　ツアー13』⑧京都編（共著）
　「雅びの都の残虐な処刑の世界を知る」執筆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　同朋社発行　角川書店発売
「図像で知る刑罰の歴史II・明治時代一近代法と庶民生活の接点を
探る　　」　　　　　　　　　　　　　市川市老壮大学OB塾例会
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（10）1999年6月
（101999年8月
（12）1999年9月
（13）1999年10月
（14＞1999年10月
（15）1999年10月
（16）1999年10月
（17）1999年10月
（18）1999年10月
（19）1999年11月
（20）1999年11月
（2D　1999年！l月
（22）1999年11月
（23）1999年12月
（24　2000年1月
（25）2000年1月
（26）2000年2月
（27）2000年2月
（28）2000年2月
（29）2000年2月
（30）2000年3月
　「未来への遺産を開く一内藤家文書の案内人ですね　　」（ロング
　インタビュー）　　　　　　　　　　　『夕刊デイリー』6月28日
「刑事博物館」　　明治大学博物館『みゅうじあむ　あいず』第18号
「希望を与えたナマハゲさん」　　　「秋田魁新報」1999年9月25日
「法制史料　　法の歴史への招待一」
　　　　　明治大学博物館入門講座「入門編古文書の世界II」第2講
　「人権の源流を考える　　ヨーロッパ拷問刑罰史　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年度江東区自悠大学
「スライドで見る江戸の刑罰史　　その昔と今を語る　　」第1回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年度江東区自悠大学
「古代人の食べ物あれこれ」
　　　　　　　　　明治大学博物館入門講座「物流の日本史」第6講
　「令義解　　古代日本の国家意思を知る一」
　　　　　明治大学博物館入門講座「入門編古文書の世界II」第4講
　「収蔵室から　名和弓雄捕物道具コレクション」
　　　　　　　　　　　　　　『みゅうじあむ　あいず』1999年秋号
　「令集解　　古代の法律家たちとの対話　　」
　　　　　明治大学博物館入門講座「入門編古文書の世界II」第5講
ニッポンときめき歴史館「江戸のヒットメーカー蔦屋重三郎」（制作
　協力・出演）　　　　　　　　　　　　NHK総合テレビ11月9日
「スライドで見る江戸の刑罰史一その昔と今を語る　　」第2回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年度江東区自悠大学
　「御仕置例類集　　火付盗賊改　長谷川平蔵の刑事判例を読む　　」
　　　　　明治大学博物館入門講座「入門編古文書の世界II」第7講
　「文書館・史料館めぐり　明治大学刑事博物館」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『日本歴史』第619号
　『みゅうじあむ　あいず』第20号　1999年冬（編集）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学博物館事務室
　「拷問具・刑罰具を展示した明治大学刑事博物館の教育普及事業
　一大学改革と大学博物館の機能をめぐって　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　『明治大学博物館年報』1998年度
　「明治大学所蔵『内藤家文書』の世界
　　　読んで・見て・触れる延岡の歴史1」　延岡市教育普及講演会
　「明治大学所蔵『内藤家文書』の世界
　　　読んで・見て・触れる延岡の歴史2」　延岡市教育普及講演会
　「明治大学所蔵「内藤家文書』の世界」
　　　　　　　　　　『夕刊デイリー』2000年2月7日・9日付記事
　「明治大学刑事博物館の利用を」（発言記録）
『生涯学習関連機関の役割分担と連携・協力』東京都生涯学習センター
　「延岡市で明治大学所蔵『内藤家文書』の世界　講演会を開催」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『明治大学広報』第467号
　（3D　2000年3月　　『明治大学刑事博物館目録』第61号（資料目録等の目録1　東京篇）
　　　　　　　　　編集後記　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学刑事博物館
　（32）2000年3月　「明治大学刑事博物館所蔵『志摩国鳥羽藩稲垣家文書目録』につい
　　　　　　　　　　て　」（共著）　　　　　　　　『明治大学博物館研究報告』第5号
　（33）2000年3月　資料「生涯学習関連機関リストー東京都・関東地方一」（福田・
　　　　　　　　　熊澤嘱託学芸員と編集）　　　　『明治大学博物館研究報告』第5号
　（30　2000年3月　　『明治大学記念館前遺跡発掘調査報告書』（共著）　明大考古学博物館
　社会貢献としては、次項で引用する『明治大学刑事博物館目録』第61号の編集後記にも
述べた。そのほかに明治大学記念館前遺跡発掘調査委員会調査指導委員、秋田経済法科大
学非常勤講師、財団法人日本私立大学連盟委員などをつとめた。
　b，福田香織嘱託学芸員
　（1）1999年4月　「新・大学博物館めぐり」　　　（『みゅうじあむ　あいず』第17号）
　（2）1999年7月　　「新・大学博物館めぐり　杉野学園衣装博物館」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『みゅうじあむ　あいず』第18号）
　（3）2000年3月　　『明治大学刑事博物館目録』第61号（資料目録等の目録1　東京篇）
　　　　　　　　　編集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学刑事博物館
　（4）2000年3月　「資料　画数引きによる古文書の難読用語索引（第一版）」（共編著）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『明治大学博物館研究報告』第5号
　このほかに広報紙『みゅうじあむ　あいず』に連載した「メディアに載った博物館」に
紹介された資料・2次資料の貸出を担当した。
　c，熊澤優佳嘱託学芸員
　（1）1999年10月　　「新・大学博物館めぐり　文化学園服飾博物館」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『みゅうじあむ　あいず』第19号）
　（2）2000年3月　「資料　画数引きによる古文書の難読用語索引（第一版）」（共編著）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『明治大学博物館研究報告』第5号
（2）出版
　博物館の出版物は、調査研究の成果を客観的に周知するために欠かせない手段である。
1999年度は、以下の出版物を発行した。
　（1）『明治大学刑事博物館目録』第61号　資料目録等の目録1　東京篇（A5判、256ペー
ジ、2000年3月）
　以下の文章は、同上目録の編集後記からの引用である。
　明治大学は、23階建ての新校舎リバティタワーが聾える駿河台において新千年紀（ミレ
ニアム）を迎えました。
　明治大学刑事博物館は、1929年の創設以来、「白雲なびく駿河台」の地で70年の星霜を
経ましたが、1999年も多大の社会貢献を行うことができたと自負しています。その内容を
ここに記録して、ひろく参考に供したいと存じます。
　第一に、人権の尊重に資するために常設した拷問具・刑罰具の展示室に、中学校や高等
学校、大学、一般団体等が多数来館され、その求めに応じて展示解説を行いました。解説
は、おもに担当学芸員の伊能秀明、嘱託学芸員の福田香織、熊澤優佳があたり、また必要
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に応じて熊野正也博物館事務長から指導協力を得ました。
　第二に、20万点を超える刑事関係資料、歴史関係資料を保存・管理し、調査・研究を目
的とする閲覧請求に対応しました。本館の資料の利用に資格制限はなく、閲覧室の座席数
により予約制ですが、利用者は全国から来館されました。また博物館・美術館への出品、
自治体史等を編纂する地方自治体への調査協力・資料提供も円滑に処理しました。
　第三に、出版・報道関係からの資料掲載の許可申請を迅速に処理しました。出版・報道
関係からのレファレンスや掲載許可申請書は随時受け付けていますが、中には書式の不備
や資料名・年代等の誤記もあり、その対応は業務上に大きな比重を占めています。これに
ついては、博物館所蔵資料の利用に関する要綱に基づき原則として有料となっています。
　以上が、第1行目に記した「社会貢献」のおもな内容です。その実際については、広報
紙『みゅうじあむ　あいず』（季刊）の「メディアに載った博物館」「博物館日誌抄」でで
きるかぎり掲載しています。
　本館は小規模な大学博物館ですが、本学や他大学からの博物館実習生の受託指導や博物
館入門講座、資料を後世に伝える会などの教育普及事業も実施しています。
　さてこの目録は、1952（昭和27）年に創刊された『明治大学刑事－博物館目録』の61冊目
にあたります。資料整理、原稿作成、編集、校正等の万端は、嘱託学芸員の福田香織が担
当しました。目録を発行した主旨は、古文書目録等を寄贈してくださった発行者各位のご
厚志に応えるとともに、その文献的な価値に着目してより一層の活用を図ることです。
　本館の微意をご賢察いただき、よろしくご教導を賜りますようお願い致します。
　なお出版物の購入については、下記にお問い合わせください。　　（学芸員　伊能秀明）
　　〒101－8301東京都千代田区神田駿河台1－1　明治大学刑事博物館（出版物担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　03－3296－4431　FAXO3－3296－4365
　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学刑事博物館目録』第61号　編集後記より）
　（2）『明治大学刑事博物館展示品目録』（B5判、カラー、24ページ、重版）
　（3）リーフレット「明治大学刑事博物館」（B4判3つ折、6ページ、カラー、重版）
　（4）『明治大学博物館年報』1998年度（B5判、118ページ、1999年10月）
　（5）『明治大学博物館研究報告』第5号（B5判、188ページ、2000年3月）
　（6）『明治大学博物館図書目録』第2号　1998年度版（A4判、130ページ、2000年3月）
　（7）広報紙『みゅうじあむ　あいず』第17・18・19・20号（各8ページ、2色カラー）
4，教育・普及
（1）博物館実習生の指導
　国家資格である学芸員資格を取得する上で必要とする博物館実習の指導を、下記のとお
り実施し未来の学芸員の養成に資した。
下記の大学の各課程が来館し、見学実習を行った。
6月19日
6月23日
9月16日
11月19日
創価大学博物館課程（引率・後藤和民教授）　　　　　　学生27名
米沢女子短期大学日本史学科（引率・小林文雄助教授）　学生9名
龍谷大学文学部（引率・稲田和彦講師）　　　　　　　　学生20名
駒澤大学博物館学講座（引率・酒井清治助教授）　　　　学生30名
また明治大学、中央大学、創価大学の博物館実習生の氏名は、別に掲げた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本的な博物館の構築をめざして」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊野正也事務長
　　　　　　②「読んで・見て・触れる延岡の歴史」　　　　　伊能秀明学芸員
　C，目的　本学所蔵の「内藤家文書」について啓蒙普及し、本学、本コレクションのよ
　　　　　　り一層の理解と普及に資する。
　以下の文章は、私が行った教育普及講演会「明治大学所蔵『内藤家文書』の世界　　読
んで・見て・触れる延岡の歴史　　」のレジュメからの引用である。
「はじめに
　延岡小学校（市）の皆さま、こんにちは。わたしは、明治大学の伊能秀明と申します。
　きのう、羽田空港から飛行機で宮崎空港に降りたあと、特急にちりんに乗って延岡駅に
に到着しました。時間は約4時間かかりました。
　延岡駅の前に若山牧水の碑が立っていますが、知っていますか。
　　「ふるさとに帰り来りてまつ聞くは　かの城山の時告ぐる鐘」　　　　　牧水
とあるのを読んで、ああ若山牧水の故郷にまた来れたんだとうれしく思いました。
　じつは、去年の12月24日にも来たことがありました。そのときに木島校長先生、伊東教
頭先生、それから皆さんの担任の先生がたとお会いして、ここでどんな話をするかご相談
したのです。
　これから『読んで・見て・触れる延岡の歴史』という話をしますから、しっかり聞いて
ほしいと思います。
　「内藤家文書」は、譜代大名で7万石の日向国延岡藩の内藤家に伝えられた古文書で、
総数は約4万5000点にのぼります。
　「内藤家文書」は、江戸時代の大名の政治や地域社会の移り変わりを明らかにするため
にたいへん重要な資料です。
　今回は、みなさんの故郷延岡やそのルーツにかかわる「内藤家文書」を映像（ビデオ・
スライド）や実物で紹介しながら、「内藤家文書」のすばらしさについてお話しします。
「内藤家文書」は、いま明治大学刑事博物館にあります。そこで刑事博物館は、どんなと
ころか知っていますかと聞いたら、ある人が「刑事さんのミイラがある博物館」なんて答
えてくれました。では、ミイラが出てくるかどうか、ビデオを見て欲しいと思います。
　1，明治大学刑事博物館への案内
　（1）明治大学　明治法律学校として明治14年（1881）年創立。
　　　　　　　建学の精神「権利自由　独立自治」を旗印に119年の歴史と伝統。現在は
　　　　　　　7学部1短期大学、大学院の総合大学　　私学の雄　　。大学　　永遠
（2）延岡市教育普及講演会「明治大学所蔵『内藤家文書』の世界」
　A，日程　2000年2月5日仕）
　　　　　　宮崎県延岡市　カルチャープラザのべおか（延岡市本小路39　　1）
　B，演題　　「明治大学所蔵『内藤家文書』の世界」
　　（1）午前　第1部（延岡市立延岡小学校6年生）
　　　　　①「博物館へ行こう　活きている博物館の世界　」　熊野正也事務長
　　　　　②「読んで・見て・触れる延岡の歴史」　　　　　伊能秀明学芸員
　（2）午後　第2部（一般市民）
　　　①「活きている博物館の世界
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　　　　　　　に不変の真実を探究する場。学ぶことの大切さ。
（2）刑事博物館　昭和4年（1929）創設。我が国の大学博物館の「老舗」的存在。
　　　　　　　昭和7年（1932）、国内の45大学のうち、大学博物館は8館。
　　　　　　　現在は、20万点を超える歴史資料、5万点を超える図書を保管。
　　　　　　　設立の理念「実物教育」「刑事関係資料の収集」。
　　　　　　　戦後の復興と新しい理念「歴史関係資料の収集」。
　　　　　　　　とくに江戸時代の法律文書と明治期の法制関係資料の収集を開始。
　　　　　　　博物館一人類に奉仕する教育・研究のための機関。
　　　　　　　資料の永久保存と教育研究・文化の向上のための活用。
　　　　　　　　生涯学習体系の中核的な機関。
　　　　　　　利用資格に制限がないグローバル（全地球的）な教育・研究機関。
（3）『明治大学刑事博物館』【ビデオ】
　　　　　　協力　株式会社　明朋　吉田牧恵さん
　　　　　　　　　刑事博物館嘱託学芸員　熊澤優佳さん　福田香織さん
　　　　　　　　　株式会社ユニ・フォト・マイクロ課長　小山知重さん
　　　　　　　　　※新教育棟「リバティ・タワー」の紹介（省略）。
2，「内藤家文書」の活用と保存
（1）故・内藤政道公の構想一昭和38年（1963）明治大学への一括譲渡一
　　　　「かかる貴重な史料は一私人が専有すべきものでなく、（中略）専門家の研究に
　　　　　あって広く閲覧されるべきもので、国家的見地より、これらは研究閲覧に最も
　　　　適する地域に保存保管さるべきものであること。（中略）
　　　　　　これら藩政に関する史料は前述のとおり一私人が専有するべきものではない
　　　　　との考えに従い、その譲渡代金も亦私すべき性質のものでないと考えるので、
　　　　　明治大学に引継ぐまでにこの古文書の整理に要した費用等を控除した額を全文
　　　　書と関係の深い貴市へ（中略）寄附致す次第であります。」
　　　　　　　　　（市山幸作氏『延岡の父　内藤政挙公』より、1992年刊行、非売品）
②公開の原則　　教育・研究・文化の向上のためには、だれでも利用が可能。
　　　　　閲覧室一「内藤家文書」コレクションの開放スペース。
（3）永久保存一「目通し・風通し・気配り」の必要性。
　　　　専用収蔵室　空調設備、室温20度、湿度60パーセントの恒温恒湿の空間。
　　　　　　　　　　火災には、不燃性ガスの噴出する消火設備。
　　　　保管状況　スチール製キャビネット、湿度調整資材のアートソーブシート。
　　　　　　　　　　中性紙製の専用封筒に入れ、整理番号順に収納。
　　　　　　　　　資料の一部は、特製秩に収納。
　　　　　　　　　高度な印刷技術による貴重資料の複製化。
　　　　　　　　　熟練した技術者による古文書の修復。
　　　　　　　　　全資料の35ミリマイクロフィルム化を進行中。
（4）研究成果一譜代大名の藩政文書として最良質の研究資料
　　　『内藤家文書目録』　昭和40年（1965）刊行、660ページ。
　　　　内藤家文書研究会　木村礎・元明治大学長（日本近世史）らによる総合的研究。
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　　　『旧内藤藩領　地方文書目録』　昭和41年（1966）刊行、126ページ。
　　　　旧領地である福島県平地方、延岡・宮崎・大分地方の資料調査。
　　　『譜代藩の研究一譜代内藤藩の藩政と藩領』　昭和47年（1972）刊、670ページ
　　展示公開　「将軍と大名」展（1992年徳川15代将軍にかかわる内藤家文書の周知）
　　　　　　　　「江戸時代の延岡」展（1995年初めてのお里帰り展覧会の共同主催）
（5）刑事博物館関係者の努力と役割。
　　館　長　島田正郎・元明治大学総長（東洋法史）
　　　　　　鍋田一・元明治大学短期大学長（日本古代法史）
　　学芸員　茎田佳寿子氏（広島修道大学教授、法学博士、日本近世法史）
　　　　　　神崎彰利氏（元博物館事務長、相模原市立博物館長、日本近世史）
　　　　　　佐藤邦憲氏（日本大学法学部助教授、東洋法史）
3，「内藤家文書」の世界への招待　　資料紹介
（1）紹介資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【スライド】
　　歴史上の著名な事がらにかかわるもの一→（3）おもな上映資料リスト。
（2）主　旨
　　　明治大学所蔵の「内藤家文書」について啓蒙普及し、本学、本コレクションのよ
　　　り一層の理解と普及に資する。
　　　21世紀を生きるうえで、「内藤家文書」に学ぶもの。
（3）おもな上映資料リスト
　　　　　「陸奥国磐城領・棚倉領・相馬領絵図」
　　　　　「騎射之絵図」
　　　　　「有馬家中延岡城下屋敷付絵図」
　　　　　「海瀕舟行図」中巻　　「日向国縣城」
　　　　　「位記」　　　　　明正天皇
　　　○「内藤義概家訓」
　　　　　「六百番俳譜発句合」
　　　　　「江戸幕府日記」
　　　○「由井正雪人相書」
　　　　　「江戸幕府老中連署奉書」
　　　　　「万覚書」（伊能忠敬の延岡来訪）
　　　　※葛飾北斎「地方測量之図」（内藤家文書外）
　　　○内藤充真院（内藤政順公夫人）関係資料
　　　　　「海陸返り咲こと葉の手拍子」
　　　　　「第13代藩主　内藤政挙延岡藩知事任命書」
　　　　　「内藤家文書」の展示風景
　　　○「生類憐み令」
　　　○「甲州法度之次第」
　　　　　「内藤家文書筆写史料」
　　　○「日向国延岡藩大砲試射之図」
4，「内藤家文書」に親しむ一未来への遺産一
元禄15年（1702）12月
延宝3年～天和3年（1675～83）
寛永13年（1636）12月
延宝5年（1677）3月
延宝5年（1677）
慶安3～4年（1650～51）
慶安4年（1651）7月
慶安4年（1651）7月
文化7年（1810）4月
嘉永元年（1848）
嘉永（1848～53）頃
慶応元年（1865）3月
明治2年（1869）6月
貞享4年（1687）11月
文政9年（1826）4月
　　　　　　【実物資料】
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　「内藤家文書」コレクションの重要性
　　①全国の大名の文書のうち、現存する数少ない譜代大名の古文書。
　　②譜代大名の文書のうち、江戸時代初期から明治期まで続く良質な古文書。
　　③大名とその藩の歴史を研究する上で、もっとも重要な資料。
　　④江戸時代の古文書学を研究する上で、きわめて有益な資料。
　　⑤1961年8月に文部省科学研究費（機関研究）で明治大学が購入したが、これは文部
　　　省自体がこの文書をすぐれた研究・教育資源として認めたことを意味する。
　　⑥現在の物価水準から見ると、価格がつけられないくらい高い経済的価値を持つ。
　　⑦まとまった資料群として、国民共有の文化遺産といえる。
　おわりに　　「内藤家文書」の21世紀計画一
　（1）「内藤家文書」の水先案内人として
　（2）明治大学博物館のグローバル（全地球的）デザイン
　延岡市教育委員会ならびに夕刊デイリー新聞社におかれましては、地域の教育の振興や
文化的な向上に真剣に取り組んでおられます。その地道なご努力に対しまして、わたしは
心から敬服しています。
　またこの講演会の実施にあたりまして、関係団体の皆様からも多大のご支援・ご協力を
賜りました。厚くお礼を申し上げます。
　明治大学の「内藤家文書」も延岡の教育・文化の向上や一層の発展のために活用される
ことを願ってやみません。そのために明治大学博物館も、できる限りお手伝いさせていた
だきたいと思います。今日は長い間熱心に話を聞いてくださいまして、本当にありがとう
ございました。（了）」
　以下の文章は、「明治大学広報』第467号に掲載された延岡市教育普及講演会についての
拙稿である。
「延岡市で、明治大学所蔵『内藤家文書』の世界　講演会を開催
　延岡市教育委員会と夕刊デイリー新聞社が主催する「明治大学所蔵『内藤家文書』の世
界」講演会が2月5日、延岡市のカルチャープラザのべおかハーモニーホールで行われ
た。講師は明治大学博物館の熊野正也事務長と伊能が担当し、会場を埋めた約2百人の聴
衆は「ふるさとの財産」を実感した様子であった。
　まず熊野事務長が「活きている博物館の世界　　日本的な博物館の構築をめざして」と
題して講演。かつて千葉県の市立市川歴史博物館の館長を努め、また各地の博物館建設に
かかわった経験など博物館学の専門家の立場から話した。また考古学者としての自らの体
験や、ヨーロッパを代表するイギリスの大英博物館やギリシヤ国立博物館などをスライド
で説明。「まちづくりの核となる博物館を延岡に造ってほしい」と提案した。続いて伊能
が「読んで・見て・触れる延岡の歴史」と題して、ビデオやスライド、さらには内藤家文
書の実物を示しながら同文書の保存や調査、研究の現状などを説明した。その中で、文部
省が内藤家文書を優れた研究・教育資源として認めたこと、価格がつけられないほどの高
い経済的価値を持つこと、まとまった資料群として国民共有の財産であることを強調し
た。そのうえで「内藤家文書を地域の発展や文化の振興のために大いに活用してほしい」
と話した。
　延岡で内藤家文書について講演・公開されるのは、1995年の「江戸時代の延岡展」以来
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2度目。それだけに会場は、明治大学校友会延岡支部（吉岡一也支部長）をはじめ、内藤
家に縁の深い内藤家顕彰会（大崎清会長）や市内外からの歴史研究グループなど、会場か
らあふれるほどの人々が集まり熱心に聞きいっていた。またこの日の午前中には延岡小学
校の6年生116人を対象に特別授業が行われ、生徒たちは真剣な表情で故郷の歴史を学ん
でいた。」
銅「噂ディゆ一
「夕刊デイリー」2000年2月7日記事より
（3）博物館入門講座
　博物館入門講座は従来、博物館事務室が主催し、学芸員が各講座を主宰して実施してい
た。1999年度は、あらたに発足したリバティ・アカデミーのなかの講座として開講した。
わたしが主宰させていただいた講座は、下記のとおりである。
　第17回博物館入門講座「博物館資料を読みとく　　モノで知る法・習俗・社会　　」
　5月11日から7月13日まで全10講義。講義内容・講師等については、別掲参照。
リバティ・アカデミー事務局が受講者を募集したところ、応募者が激減した。原因は周知
が不十分だったこと、募集主体や応募手続き等が変更されたことなどによると思われる。
なお2000年度は、ふたたび博物館事務室の主催で開講する予定である。
（4）資料を後世に伝える会（略称「資伝会」）
　次の文は、『みゅうじあむ　あいず』第21号「学習グループ紹介」からの引用である。
　本会は、刑事博物館所蔵資料の解読および筆写をめざす、ボランタリーな人々の集まり
で、1999年1月19日に発会しました。
　主旨は、学問は学者や研究室の独占物ではなく万人のものであるという考えにもとつい
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て、市民の皆さまの参加を得て資料の解読・筆写と保存・普及を促進することです。
　資料は、刑事博物館資料のなかからある程度長大なテキストを選んで、数年かけて読了
する計画です。成果は、「明治大学刑事博物館資料』として刊行する予定です。
　現在は、「官中秘策」を輪読しています。この文献は、対馬藩士・西山元文が編集した
江戸時代の法制史料です。内容は、武士とくに諸藩の留守居などに幕府法上の勤務に有益
な知識を示すために、古文書・古記録・諸法令を類別して収録した法律書です。成立年代
については、安永4年（1775）の脱稿といわれ、33巻で構成されています。
　毎月第2月曜日の午後に博物館教室で開かれる例会には、30数名が参加され、なごやか
な雰囲気のうちに回を重ねています。費用は資料代程度で、運営は参加者および伊能、外
山学芸員の総意により、古文書を楽しく、やさしく学ぶことを目指しています。
　　　　　　　　　　　　（『みゅうじあむ　あいず』第21号「学習グループ紹介」より）
　1999年4月～2000年3月の学習活動の記録
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
1999年4月12日
5月10日
6月14日
7月12日
8月9日
9月6日
10月25日
11月8日
12月13日
　　　　　2000年1月31日
　　　　　　　　　2月7日
　　　　　　　　　3月13日
（5）展示室教育
伊能秀明「『官中秘策』序・西山物語について」
『官中秘策』複写版0011～0017を読了（以下、頁を示す。）
0018～0022　会員による輪読（以下、同。）
0023～0025
0026～0030
0030～0034
0034～0038
0039～0042
0043～0054
0055～0059
0060～0064
0065～0072
　　　　　　　　　団体見学への対応一
　常設展示「道具で知る江戸の捕物・拷問・刑罰の世界」を一般公開し、人権の尊重に資
した。展示風景は、下記のテレビ番組で放映され話題となった。
　　1999年4月27日　ニッポンときめき歴史館『大岡越前に挑戦』NHK総合テレビ
　　1999年11月9日　ニッポンときめき歴史館『江戸のヒットメーカー蔦屋重三郎』
　「博物館事務室日誌抄」に記載したように、本館には東北地方から九州地方にわたる各
地から中学校・高等学校・大学・各種の学校、一般の見学団体が来館された。代表者から
の事前申し込みにより、適宜に展示資料解説を行い、歴史学習や人権の尊重に資した。
　特筆すべき団体として、5月14日の東京学芸大学教育学部附属高等学校大泉校舎の全校
生徒、6月11日の相模原市立共和中学校2年3組1班、7月10日の東京大学教育学部附属
中・高等学校などが印象的である。共和中学校3組1班は、次頁に掲載した『1999年度
校外学習　in東京　報告書』を送付してくださった。3組1班のみなさんどうもありがと
うございました。
（6）閲覧室・図書室の公開
　資料の閲覧・利用の手続きについて、リーフレット1「閲覧室　利用のご案内」、2
「閲覧室利用について」を作成して周知したところ、利用者、資料利用数とも増大した。
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相模原市立共和中学校「校外学習　tn東京　報告書」
　また商品陳列館事務室を図書室に用途変更
し、刑事博物館、商品陳列館所蔵の図書類を
配架して一般の利用に供した。
（7）国文学研究資料館史料館「史料所在情
報検索」システム公開への協力
　国文学研究資料館史料館（以下、史料館と
いう。）は、長年我が国の記録史料について
史料群単位の所在とその概要情報を集約する
作業を継続し、ようやく史料館のインターネ
ット上のホームページ（アドレス：http／／
www．nijl　ac．jp）で、「史料所在情報検索」
システムを公開する準備が整ったという（国
資史第1－30号平成11年10月21日文書によ
る）。
　本館は、史料館の願いに応じて、本館所蔵
資料のデータを上記インターネット上で公開
することとした。データの情報源は、本館が
発行した下記の刊行物に基づいている。
　　『明治大学刑事博物館目録』第1号～第
60号、別冊
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　　　明台大学刑事博物謹
　　　　聡Lo3329b4」31　　　　F，“03321643ti4
「閲覧室利用のこ案内」 「閲覧室利用について」
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　　『明治大学所蔵内藤家文書　増補・追加
目録』第1号～第7号
　　『明治大学刑事博物館所蔵文書地名表』
　　『明治大学刑事博物館年報』第9、15、
17、19号
　「史料所在情報検索」システムには、①簡
略版と②詳細版がある。それぞれの検索項目
は、つぎのとおりである。
　　①簡略版（7項目）
　　　出所名、旧地名、上限年代、下限年
　　　代、主な年代、出典、出典請求記号
　　②詳細版（14項目）
　　　出所名、出所の現住所、旧地名、旧支
　　　配、旧階層・職業、関係地、収蔵者・
　　　機関、所在地、上限年代、下限年代、
　　　主な年代、内容（資料群の構造・特
　　　色）、出典、出典請求記号
　このシステムは、2000年（平成12）4月か
ら順次公開される予定である。本館所蔵資料
のデータにっいては、①簡略版、②詳細版の
両方で公開する予定である。
糞曜・ 雛講
灘・り、
???????
『アミューズ；1999年7月14日号（毎日新聞社）より
利用については、史料館に使用申請を提出し、パスワードを設定して利用することにな
っている。本件の問い合わせについては、下記にお願いしたい。
　　　　　　　〒142－8585　東京都品川区豊町1－16－10　国文学研究資料館史料館事務室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　03－3785－7131（内線530）
5，博物館をめぐる諸問題
（1）人員
　1999年度の学芸業務は、伊能のほか嘱託学芸員の福田香織君、熊澤優佳君が担当した。
　福田君の担当業務は、おもに博物館・出版・報道等から申請を受けた博物館資料の貸出
や目録原稿の作成、古文書閲覧への対応などだった。熊澤君の担当業務は、おもに図書の
受け入れ、古文書閲覧への対応、掲示物の管理などだった。その他の万端は、上記の3名
が協力して処理するとともに、随時、熊野博物館事務長、澤田陽子専任職員、谷藤さおり
嘱託職員（2000年2月で退職。かわって首藤佳那子嘱託職員が着任した。）の助力を得て
できるかぎり円滑に処理した。
　福田君は、1997年の特別展覧会「ヨーロッパ拷問展」の開幕時に着任されて以降、1998
年の展示室のリニューアルオープンやその後増加した団体見学への対応など本館の事業の
発展に貢献してくださったが、2000年3月31日で退職された。2000年度は、熊澤君が留任
し、前実習生の織田潤君が着任する予定である。
　博物館業務は、大学、博物館開放の促進につれてますます繁忙化したことを明記する。
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（2）1館長制への合意形成の流れ　　1館長制＝学長スタッフ化へ向けて
　明治大学博物館は、刑事、考古学、商品の3館からなる。きわめて小規模な館であるに
もかかわらず、3館長1事務室の体制である。
　通常の博物館が、1館長のもとに学芸、総務事務の2部門からなるのに比較するとき、
明治大学の博物館はきわめて変則的な組織といえる。
　ゆえに生涯学習体系の進展・深化にあわせて、1館長のもとに再編成することが長期間
懸案となっていた。2000年2月25日に行われた3館長会議において、1館長制への移行が
合意された。
　以下に、資料として「新博物館構想と1博物館長制をめぐる動き」を掲げておく。
坐　　年　月　日
1　1993年7月1日
2　1993年12月2日
3　1993年12月3日
4　1993年12月16日
5　1994年1月26日
6　1994年3月15日
7　1994年4月7日
8　1994年9月28日
9　1994年12月15日
項　　目
刀根商品陳列
館長
館長会議
???
刀根
館長会議
刀根
館長会議
文書
文書
内容　　（文中、敬称略）
学長ヒアリングの翌日、「将来的に1館長制が良
い。」と指摘。
神崎が、事務長報告のなかで事務機構・職務給との
関連から1館長制の必要性に言及。
「将来的に1館長制が望ましい。」と指摘。
3館長から学長に、「駿河台A地区再開発構想に新
博物館施設を加えることについての要望」を提出。
将来構想として1館長制が望ましいことについて、
事務機構改善検討委員会第3分科会にはかるよう要
望。
（案）「明治大学博物館の将来像」を検討するなか
で、大学全体の組織として、方向性は1館長制へ向
いているとの指摘がなされる。
「3館長は古い仕組みのなかでの位置付けで、将来
構想として1館長制が望ましい。」
議題「2，1館長制と予算の統合」について意見交
換し、
　　①館名・館数は現状のとおり
　　②予算・庶務の1本化
　　③運営委員会の1本化を決める。
　また将来の方針として、
　　④学芸員の位置付け
　　⑤B地区への移転までに組織・人員の位置付け
　　　をきちんとすることについて確認した。
3館長から学長に、「駿河台B地区再開発構想に新
博物館を加えることについての要望」を提出。
3館長から学長に、「駿河台A地区所在考古学博物
館・商品陳列館収蔵室移転についての要望書」を提
出。
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10　1995年2月3日
111999年ll月22日
12　1999年11月24日
13　1999年12月4日
14　2000年2月17日
152000年2月25日
館長会議
組合ニュース
第1903号
文書
組合ニュース
第1904号
組合ニュース
第1910号
館長会議
今後の館長のあり方について、
「新しい博物館に向けて1館長にすべきだ。」（刀根）
後任館長について、
「1館長にすることを見通して、過渡的な時期なの
で、戸沢考古学博物館長・刀根商品陳列館長は留任
する。」
【引用注】「過渡的な時期」は、鍋田刑事博物館長の
定年退職、駿河台B地区再開発と新博物館構想との
関連をいう。
「〈教務理事〉三博物館長（の職務給支給）について
は相談をしたが、将来構想等でもう少し形がついて
いったところで検討することにした。」
3館長から総合施設整備推進室長に、「B地区博物
館建設構想について」ほかを提出。
「教務理事より、前回の団交で組合から検討要求が
あった、三博物館長の職務給の新設について、提案
するときに十分考慮した範囲であるので、原案通り
でお願いするという回答であった。」
「B地区について
原総合施設整備担当理事より、以下の通りの説明と
質疑応答があった。
　　　　（中略）
　5，現在のプロジェクトグループは、リバティア
カデミー検討委員会、博物館検討委員会、情報関連
検討委員会、講堂検討委員会がある。」
3館長が1館長制への移行について合意。
ただし名目的な館長職の存続は可能性かどうか検討
することが川端刑事博物館長から要望された。
（3）生涯学習関連機関との連携強化
　1999年10月28日に「平成11年度　東京における生涯学習関連機関の交流集会」（主催＝
生涯学習関連機関交流連絡会。共催＝財団法人東京都生涯学習文化財団・東京都教育委員
会。主管＝東京都生涯学習センター）が開催された。
　わたしは、第2分科会「学習支援のための情報提供・学習相談のあり方」に参加したと
ころ、生涯学習への支援にあたり行政と大学博物館等との連携がきわめて薄いことを認識
したので、下記のとおり「明治大学刑事博物館の利用」について発言した。
　「【司会】（佐々木一彦・前足立区教育委員会教育長）うちではこういうことをやってい
るんだけれども、ひとつ相手さん、これを利用したらどうかという。お願いじゃなくて、
今度は、逆お願いみたいなのが、そういうのがありますかね。
　【伊能秀明】明治大学刑事博物館の伊能と申します。
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　私どもの大学では、刑事博物館、考古学博物館、商品陳列館の3つの大学博物館がござ
いまして、たとえば情報提供につきましては、リーフレットを年度当初に2万部、それか
ら春夏秋冬に広報紙を各1500部、講i演会・講座のごとにポスター300枚ないし500枚、それ
からリーフレット、これはパソコン印刷でございますので、必要に応じて刷り増しも行っ
ております。
　定期的にそういう情報をお求めくださるのは、東京都の生涯学習センターさんと神奈川
県の生涯学習情報センターさんと千代田区さんくらいしかちょっと記憶にございません
で、私どもも、求めがあれば東北地方から中国地方、九州まで、特にこれは旅行会社の方
なんかが求めてこられるんですけれども、実際に講演会・講座を行いますと、新幹線利用
で、新潟や群馬から、軽く3時間はかかるところから講座にいらっしゃっていますので、
私どもも、きょう参りまして、これだけたくさんの生涯学習センターさんが活動していら
っしゃるのを知って、今まで何で気がつかなかったんだろうと思うくらいでございます。
ちょっと自己宣伝で申しわけございませんが、郵便番号101－8301で、明治大学刑事博物
館、リーフレット何部希望と言ってくだされば、幾らでもお送りいたします。
　1つの体験では、ある市民・区民の方が生涯学習相談をしたところ、いや明治大学の刑
事博物館は大学の施設だから、大学関係者以外は利用できないでしょうと言われたんです
が、「博物館」という名をつけている以上、図書館さんとは違いまして、万人に開かれた
施設でございますので、決して敷居が高いわけではございませんから、無料で一般公開し
ておりますので、どうぞご利用くださいということで、宣伝ばかりで申しわけございませ
んでした。
　【司会】いえいえ、大変ありがとうございました。（下略）」
　　　（報告書『生涯学習関連機i関の役割分担と連携・協力』2000年2月東京都生涯学習
　　　　センター発行、81ページより）
おわりに　　新たなミレニアム（千年紀）を迎えて
　いまわたしたちの暮らしは、地球環境の危機、政治経済の危機、子どもの危機などさま
ざまな局面にさしかかっています。
　たとえば資源の保全と物の無駄づかい、社会全体の向上と個人的な満足感などをどのよ
うに調和させればよいのでしょうか？。
　社会対人間、外界と内心との葛藤の中では、わたしたち一人ひとりがどのようにモノを
見て、考えて、行動するか、日ごろの生きかたが問われているといえます。
　このような社会的動向にあたり、大学あるいは大学博物館はみずから革新して、世代、
性別、国籍や人種等を超えたユニバーサル（万人のための）な視野から社会に貢献するこ
とが求められています。
　博物館は、資料を体系的に収集して保存し、それらの中から新しい価値感や意味付けを
発見し活用してゆく教育研究の機関です。
　じつは大学博物館は、大学の革新においても多大の役割を担っているのです。
　つぎの図は、大学博物館の働きと大学の革新とのかかわりを示しています。
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ElililZillilll］
1自己点検・自己評価
2教育・普及事業
3生涯学習への開放
4教育資源・施設の充実
大学の革新の進展
左右の各項目が対応する
1自己点検・自己評価
2学術情報の公開・利用
3大学施設の開放
4教育・研究施設の充実
　このように大学博物館の充実は、大学改革の発展とも密接に関連しているのです。
　博物館は、現在と未来にわたり万人の生涯学習に奉仕する、教育と研究のための機関で
す。ですから博物館に立ち寄れば、あなたを向上させる『何か』があります。
　わたしは、2000年を本館の第2世紀の幕開けと位置付け、ユニバーサルな視野から、u
一カルな歴史資料を着実に来世紀に伝えてゆく「ユニバーカル・ミュージアム」の実現を
目指してハード・ソフト両面にわたる革新を進めてゆくことが必要だと考えています。
　2000年度も明治大学刑事博物館をどうかよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（いよく　ひであき　明治大学刑事博物館学芸員）
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明治大学刑事博物館の概要
　「白雲なびく駿河台」の明治大学刑事博物館へようこそ。
　本学は1881（明治14）年1月、明治法律学校として創立され、
建学の精神である「権利・自由」「独立・自治」を理念として、
1世紀を超える歴史と伝統を育みつつ現在にいたっています。
　本館は、1929（昭和4）年4月実物教育のために刑事関係資
料の収集と展示を目的として創設されました。1951（昭和26）
年4月から、近世の古文書と明治期の法制関係資料の収集を加
え、資料保存機関として充実を図りつつ歩み続けています。
　本館は、我が国唯一の「刑事博物館」であるとともに、多種
多様な資料を誇る大学博物館として知られています。
　展示室では、法と人と歴史にかかわる興味深い資料を一般公
開しています。多くの皆様にご観覧いただき、先人の知的遺産
ないし教訓ともいうべき資料の数々について、ご理解を深めて
いただければ幸いです。
　それでは、刑事博物館資料との出会いのひと時をお楽しみく
ださい。
（明治大学刑事博物館リーフレットより）
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